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青少年期のセルフケア能力を高めるために
生活習慣病に対する意識・知識・行動・関心について
矢野香代 　岡田彩希 　菅 　優美 　藤井かおり 　松井絵里子
要 　　　約
心身ともに成長期にある青少年期に健康的で適正なライフスタイルを確立し，セルフケア能力獲
得の援助を行うことは極めて重要な課題である．青少年の生活習慣の確立には，家庭，学校，地域の
ネットワークにより地域ぐるみで健康教育や環境づくりを工夫することが効果的であると考えられる．
本研究では，青少年期にある高校生に着目し，健康教育を展開していく上での基礎資料を得ることを
目的として，生活習慣病に関する意識・知識・行動・関心について調査した．都市部の高校と島嶼部
の高校を対象として，環境による地域差と性別を比較分析した．その結果，有意差が認められた．
は じ め に
「健康日本」では生涯を通した健康課題の中で，
壮中年期に多いがんや循環器疾患等の予防には，幼
年期や少年期における家庭での生活習慣の確立時期
から，青年期での予防知識や技術の普及，壮年期で
の具体的な行動変容と，生涯を通じた生活習慣改善
の必要性が重視されている．また，高年期の 
の向上やそれを支える障害の減少には脳卒中の予防
や生活全般にわたる疾患の防止が必要と考えられる
ことから，青年期からの運動習慣や適切な食生活の
確保が必要と考えられると述べられている．
福田らは「いかに若年がよい生活習慣を獲得するか
が重要であり，未成年を含めた健康教育の必要性を
改めて感じる」と述べ，また，心身ともに成長期にあ
る青少年期に健康的で適正なライフスタイルを確立
していくことは極めて重要な課題と指摘している．
太田は，青少年期の人々への健康教育は他の世代以
上に理解力があり教育効果が高いものと述べている．
そのため，青少年期の人々が，健康に必要な生活習
慣の意義や実践方法を学習することは，次世代への
「生活習慣病」をも予防することになると指摘して
いる．これまで青少年期における生活習慣に関す
る調査，報告は多く見られ，若い世代から食生活，
運動，休養等適切な生活習慣を獲得するための健康
教育を行い，保健行動の改善や健康意識を高めてい
くことの必要性は数多く報告されている．し
かし，高校生を対象として将来を見据えた対象者自
身の健康な体づくり，生活習慣病の予防に対する心
構えについての調査はほとんど報告されていない．
青少年の生活習慣の確立には，家庭，学校，地域の
ネットワークにより地域ぐるみで健康教育や環境づ
くりを工夫することが効果的であると考えられる．
そこで，本研究では，青少年期にある高校生に着
目し，中核都市の岡山市にある高校と島嶼部にあ
る愛媛県の高校の 校を対象として，この世代が
生活習慣や，生活習慣病について自分自身の問題と
してどれくらい関心を持っているのか比較分析した．
具体的で生活に役立つ教育の実践を展開していく上
でのツールとしての基礎資料を得ることを目的とし
たが，その結果，若干の知見を得たので報告する．
研 究 方 法
．対象と期間
年 月 月の期間に，中核都市の岡山市（人
口人：年 月日現在）の高校の生徒
	人と，島嶼部である愛媛県大三島町（人口
人：年 月日現在）の高校の生徒	人を対
象として調査を行った．
．調査方法
無記名式質問紙調査法を用い，担当教員のもと，
授業時間にアンケートを配布し，その場で回収する
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方法をとった．
．調査内容
門田の用いた質問紙を参照とし ，協力高校の指
導教員の意見も取り入れ作成した．生活習慣病の予
防態度・関心と不安・知識・健康行動と意識に関す
る質問項目を表 に示した．調査内容の概要は以下
のとおりである．
生活習慣病の予防態度を知るために国立がんセン
ター監修の「がんを防ぐためのか条」を参考に
項目，生活習慣病への関心と不安については，生
活習慣病の定義の理解度，学習意欲，情報収集の程
度と方法，不安の程度に関する項目をあげ作成した．
生活習慣病の知識として，日本人の主要死因，食塩
の過剰摂取，肥満，糖尿病，コレステロール血症，大
腸がんに関する つの内容を作成した．また，定期
健康診断受診の意欲や らが挙げている健康
習慣に関する項目を参考として運動・スポーツ，
及び朝食，睡眠時間，食欲，朝の目覚め，排便，健
康の自己評価，体型意識についての項目を作成した．
＜倫理的配慮＞
アンケート配布時に，研究の目的，プライバシー
の擁護には十分に配慮することを文書にて説明し，
了解を得た後に質問紙調査を行った．
結 果
．基本属性
基本属性を表 に示す．
．現在の生活状況
適正な生活状況とは，運動・スポーツは週 回以
上，朝食は毎日摂る，睡眠時間は  時間，食欲は
ある，排便は毎日を基準として定義した．
の示す，適正な睡眠時間は  
 時間であるが，こ
れに該当する者は全体のと少数であり， 
 
時間の者がを占めていたため，時間をポイン
トとして分析を行った．その割合を表 に示す．
まず，高校生全般でみると，適正な回答が多かった
項目は，「毎日，朝食を食べる」が，「食欲があ
る」がであり，「毎日，排便がある」と回答した
割合は約半数のであった．一方，「朝の目覚めが
良い」，「健康と自己評価している者」	，
「週 回以上運動・スポーツをする」のように，
これらの項目に対する回答割合は低かった．現在の高
校生の生活状況は「運動不足」「睡眠不足」「便秘」等，
生活リズムの乱れにより健康的でない実態があった．
そのためか「健康の自己評価」も	と低かった．
「運動・スポーツ」「朝食」「自己の健康評価」に地
域差がみられ島嶼部の生徒の生活状況が良好であっ
た．「運動・スポーツ」「排便」「自己の健康評価」に
性差が見られ，女子生徒のほうがこれら生活状況は
悪い結果であった．
「体型意識」についての質問では性差があり「肥
満・やや肥満」と意識していた者が女子生徒全体の
であった．女子生徒にやせ願望が強く地域差
はみられなかったが，都市部の生徒に美容，ダイエッ
ト志向がより強い傾向が認められた．
．生活習慣病予防の必要行動についての意識
表 に健康保持行動を心がけている生徒の割合を
示す．「はい」と答えた項目として「カビの生えたも
のに注意する」が	と最も高く，「「こげた部分
はさける」が，「毎日規則正しい食事をとる」
が，「十分な睡眠をとる」がであった．
「はい」と答えた率が低い項目は，「熱いものは冷ま
してから食べる」，「塩辛いものを少なめにす
る」であった．
「毎日規則正しい食事をとる」「外食を控える」「適
度に運動やスポーツをする」「十分な睡眠をとる」の
項目に地域差があり，いずれも島嶼部の生徒の意
識が有意に高かった．性別比較すると，「食べすぎを
避け，脂肪を控えめにする」「熱いものは冷ましてか
ら食べる」「こげた部分はさける」「日光に当たり過
ぎない」の 項目は，女子生徒が有意に高く，「適度
に運動やスポーツをする」項目は有意に低かった．
また，女子生徒の中でも地域差が見られ，「食べ
すぎを避け，脂肪を控えめにする」「日光に当たり過
ぎない」の項目では，都市部の生徒の意識が有意に
高く，「適度に運動やスポーツをする」と言う項目で
は，有意に低かった．
．生活習慣病への関心
「生活習慣病を知っているか」という項目には「良
く知っている」が，「少し知っている」が	で
あり，両方あわせるとであった．次に「生活
習慣病について知りたいと思うか」では「知りたい」
が，「少し知りたい」がとで，両方あわせ
るとである．「生活習慣病について情報収集し
たことがあるか」については「ある」が	，「時々
する」がであり，両方あわせるととなり
全体に生活習慣病への関心は高かった．「生活習慣
病をしっているか」「情報収集をしたことがあるか」
の項目については，島嶼部の方が関心は有意に高い
結果であった．しかし，性差は認められなかった．
「生活習慣病についての情報の収集」（複数回
答）の第 位は「授業（	）」第 位が「テレビ
（）」第 位が「教科書（）」となり地域
別，性別でみても同じ順序であった．情報収集の上
位 位は同じであったが，それらが占める割合は島
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表  質問紙
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表  基本属性
表  現在の生活状況が良好である場合（性別・地域別）
嶼部では，都市部ではであり，裏返し
てみると都市部の生徒は情報収集が多岐にわたって
いることを示す結果となった．一方，情報収集の場
として「家族」と答えたものは島嶼部では  ，都
市部では，合計でと低かった．
．生活習慣病の知識
生活習慣病に関する知識の周知度について表 に
示す．「肥満が糖尿病を引き起こす原因になる」と
いう項目の回答が最も多く，糖尿病の合併症
に関する項目はと最も低かった．知識は高い傾
向にある項目「肥満と糖尿病の関連」「食塩過剰摂取
と高血圧の関連」「日本人の死亡順位」と低い項目で
ある「糖尿病の悪化による合併症」「大腸がんの増
加」等に分かれていた．「日本人の死亡順位」，「食塩
の過剰摂取と高血圧との関係」，「日本人の食事形態
の変化で大腸がんが増加していること」を問う項目
では，地域差が見られ島嶼部の生徒の知識が有意に
高かった．性別比較では，「塩分の過剰摂取と高血
圧」，「肥満と糖尿病」，「コレステロールと心臓病の
関係」，「大腸がんが増加していること」を問う項目
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表  健康保持行動を心がけている生徒の場合（性別・地域別）
に女子生徒の知識が有意に高かった．
．生活習慣病への不安
「このままの生活では，将来健康を害する不安があ
るか」という項目については「かなりある」	，
「少しはある」を合わせると	の生徒が不
安を持っていた．地域別での有意差はなかった．女
子生徒に有意に不安が強かった．
．健康診断への参加意欲
「自分の健康を知るために，健康診断を受けよう
と思うか」については「そう思う」	「まあま
あそう思う」を合わせるとであり約 
割ちかいものが参加意欲を持っていた．地域差はみ
られなかったが，性別では女子生徒のほうに，参加
意欲が有意に高かった．
．現在の生活習慣と生活習慣病予防の必要行動に
ついての意識との関連性
「 日 食規則正しい食事をする」と意識してい
たものは，「食欲」「目覚め」「排便」について良好な
ものが多く，「適度に運動やスポーツをする」と意識
していたものは実際に「運動・スポーツ」をしてい
ることが認められた．これらの運動・スポーツにつ
いてのクロス集計を表 に示す．
	．生活習慣病予防の必要行動についての意識と生
活習慣病の知識との関連性
「意識」と「知識」の関連性については「塩辛いもの
は少なめにする」という項目と「食塩の過剰摂取は，高
血圧を引き起こすことを知っているか」との項目で，
また「食べすぎをさけ，脂肪を控えめにする」項目と
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表  生活習慣病に関する知識の周知度（性別・地域別）
表  運動・スポーツにおける行動と意識のクロス表
「肥満は糖尿病を引き起こす原因となることを知って
いるか」の項目間で有意な関連性が認められた．

．将来健康を害する不安と，健康診断の受診意欲
についての関連性
表 に示すとおり，この関連性については地域別
に有意差がみられ，都市部の生徒は健康に不安を
持っているものは健康診断を受けようと思うと回答
した者が多く有意差が見られた．島嶼部ではその関
連性は認められなかった．
考 察
今回調査した，高校生の現在の生活状況は「運動」
「睡眠」「目覚め」等の項目で適正な生活状況の回答
が以下であった．「毎日，朝食を摂る」では男子
女子という結果で，平成年の国民栄養
調査	による「毎日，朝食を摂る」項目では，
	
歳の男子は，女子はと言う結果や，星
川ら 
の調査による，男子 　女子	と比
較すると程度の低い結果であった． 　ま
た，「睡眠時間が  時間」と答えたものはで
あった．星川ら 
によると「睡眠は十分」と答えた
ものがとの結果からして，低い結果と推察さ
れる．星川らの調査は，香川県の 高校を対象とし
て調査されており，その結果と今回対象とした島嶼
部の高校の結果は類似していた．現在の生活習慣
は良好なものとはいえないが，島嶼部のほうに良好
な結果が得られたことは，高校生を取り巻く生活環
境の差が関与している可能性も指摘される．
健康に対する自己評価は，性別では男子生徒が，
青少年期のセルフケア能力を高めるために 
表  将来健康を害する不安と健康診断の受診意欲
地域別では島嶼部の方が有意に高い結果であった．
全体的でみると「健康である」と自己評価している
生徒は	であったが，「まあ，健康」と答えた者
を合わせるととなり，多くの生徒が健康と意
識していることが明らかになった．この世代につい
て門田は，生活上の問題が多々あるのにもかかわ
らず，生涯の中で疾病による死亡率や罹患率の最も
低い時期であり，それゆえに健康の自己評価も高く，
このことが良い生活習慣の形成や行動に結びつかな
い要因と考えられると述べている．
「体型意識」については，女子生徒に肥満してい
ると答えたものが有意に高く，星川ら 
 の調査で
も実際の体重以上に肥満と意識する女子生徒の多さ
を示している．また，宮城は  女子学生・生徒の
体型意識は強いやせ志向があり，今後の体型意識に
ついても全体で	のものが肥満度に関係なく
やせたいと思っていると述べている． 　今井ら 
は青年女子を対象とした体型誤認とやせ志向の実
態調査で，自分を肥満傾向にあると評価したものが
みられ，体重の調節志向はやせ志向が圧倒的
に多くであったと報告している．時代を反映
して，細身スタイルにあこがれる女子生徒が多く環
境による違いは示されず全国的な傾向であることが
伺えられる．生活習慣病を予防するという意識と保
健行動の間には，高い相関がみられたが，活動的な
男子生徒に比べ女子生徒の生活状況はあまり健康的
ではなく，女子生徒は意識が保健行動につながりに
くいことを示している．
女子高生に対する松原ら の調査研究では「バ
ランスのとれた食事をしていますか」では「はい」
	，「いいえ」，「食べ過ぎないようにして
いますか」には「はい」，「いいえ」，ま
た「定期的に運動して体を動かしていますか」には
「はい」，「いいえ」と報告されており，「適
度に運動やスポーツをする」について都市部の女子
生徒の「はい」と答えた率は	であり，今回の都
市部の女子高生の結果は松原らの富山県の女子高生
を対照とした調査結果と類似した．都市部の女子生
徒の「食べすぎを避け脂肪を控えめにする」は健康
志向よりはダイエット志向を，「日光にあたり過ぎ
ない」は美白志向を，また「適度に運動やスポーツ
をする」項目が低いことはスリムになりたいが運動
やスポーツで体を引き締めようということではなく
「健康」より「美容」という意識が大切であるとい
う，若い女性特有の美意識の現れとみなされた．
「糖尿病が悪化すれば，合併症を引き起こすこと
を知っているか」という質問以外の食塩と高血圧症
の関係，コレステロールと心臓病の関係等生活習慣
病についての項目は，高等学校の保健体育の教科
書に記載されている．しかし，調査対象は 
年生から 年生までのため，これら生活習慣病に関
する学習の有無で比較したが，「糖尿病の合併症に
関すること」以外では有意差がみられなかった．こ
のことは教科書に掲載されていても授業時間の関係
等で十分に学習できていないことが推測された．こ
のように高校での学習内容が身につくか否かについ
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て門田は高等学校で習得する健康に関する知識量
はかなり多く，それらをすべて習得することは容易
ではないと述べている．今回の調査でも，情報収集
の方法は授業，テレビ，教科書の順であり，これら
の つが大多数を占めていることから，学校教育の
役割は大変重要なことが改めて確認できた．また，
家族から情報収集したと答えたものはわずかで
あったように，思春期特有の家族関係という会話不
足もあると思われるが，彼らにとっての家庭も重要
な教育の場であると考える．人と人とは繋がってい
る．この世代への健康教育の重要性を考えるとき，
学校教育と地域看護の領域の連携を強め，家庭，学
校，地域のネットワーク作りが重要な課題であるこ
とが示唆された．
このままでは将来の健康を害する不安については
女子生徒のほうに有意に高かった．生活習慣病への
不安について「かなりある」「すこしある」を合わせ
ると男子生徒，女子生徒	となった．関島
ら は「健康上の不安」をもっている高校 年生は
であり，男子生徒，女子生徒と報
告しているため，学年別に調べたが有意差はなかっ
た．「かなりある」のみの回答では男子生徒，
女子生徒，合計となり関島らの報告と
類似していた．しかし，「すこしある」を合
わせると今回の調査では，このままの生活では将来
健康を害する不安を強くもっていることが明らかに
なった．
健康診断への参加意欲については都市部の高校で
は，健康に対する不安と健康診査を受けようとする
気持ちに関連性がみられたが，島嶼部では明確では
なかった．
成長期における運動・スポーツの重要性は心身
の育成にとって欠かすことのできないものである．
ほとんどしないものが全体の	，女子学生にい
たっては	と約半数を占めている．浅井は，
子どもたちの運動不足を解消することは，かなり時
間のかかるむずかしい問題であると述べている．運
動やスポーツの必要性の啓発と評価，生活環境や社
会環境の整備，楽しい運動やスポーツの指導など，
さまざまな努力が求められるが，現在の若者は好き
になると一生懸命にやると言われ，いろいろな運動
やスポーツが選択でき，生活の中に，積極的にそれ
らを取り入れて「運動を楽しむ」ことができるよう
な教育の方法や支援体制の構築も効果を高めること
になる．本田は「運動を楽しむ習慣」の習得こ
そが重要であると強調している．
本研究では，青少年期にある高校生を対象として
実態調査を行い生活習慣病に関する意識，知識，行
動，関心をさぐり，また，地域特性，性別比較によ
る特徴を明らかにした．属性が異なる集団を比較し
た結果，有意差がなかった事柄は一般的な高校生に
共通するものとして重要な示唆である．また，比較
の結果，有意差が認められる事柄は背景にある地域
の文化特性やその基にある家族，地域での生活に手
がかりがあると考えられた．この年代における健康
な生活習慣の確立が急がれる．同時に，高校生は将
来，健康を害するのではないかとの危機感をいだい
ており，意識が高いものほど健康な生活行動が送ら
れていたことにより，学校の授業や地域における健
康教育等，生活習慣を確立していく施策を考える上
で，正しい知識の提供とともに，いかに「意識」を
高めていくかの方法論の検討が望まれる．
また，生活環境による違いについては，都市化の
進む中核都市より島嶼部のほうが，健康確立に関与
する項目において優れており，便利で何でも手に入
り，娯楽などの多い環境の中で生活習慣の確立の実
践に困難性があることが推測された．
性別比較では現在の生活状況では男子生徒のほう
が活動的，健康的であった．
現代社会では，健康づくりの課題は，個人が健康
を創造することを明確に意識し，積極的取り組むこ
とが課題にある	．青少年期にある高校生への健康
的な生活習慣の確立をめざし，セルフケア能力を獲
得するためには，地域，性別等の特性を明らかにし，
どのように行動，知識，意識の変容をさせることが
望まれるか，地域や学校の協働のもとに，それに対
応すべく施策が望まれる．そして，生涯を通した健
康づくりのために個々人が本人の価値，生き方，健
康感を形成していくための支援が必要である．生涯
を通した「健康づくり」は，その人の「生涯づくり」
ともいえる．本人の価値，生き方，健康観に基づき，
その人に合わせた「人生シナリオ」づくりを支援す
ることが，健康を支援する専門職に求められている
といえよう
．そのためには，どのような長期的及
び総合的な支援が必要であるか，地域を中心とした
連携のもとに把握していくことが課題である．
本研究をまとめるにあたり，ご協力，ご指導いただきま
した関係の各位に，また統計処理，論文作成指導をいただ
きました東京女子医科大学，大学院教授，柳修平先生に深
く感謝いたします．
青少年期のセルフケア能力を高めるために 
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